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NYマーケットレポート（2017年9月18日） 

 
NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、米国債利回りの上昇を受けて、序盤からドル買い・円売りが優

勢となった。特に、ドル/円は 7 月 27 日以来、ユーロ/円は、2015 年 12 月以来の高値を付ける動きとなった。その後は、FOMC の結果発

表を控えて様子見ムードも強まりつつあり、上値の重い動きが続いた。一方、カナダ中銀の副総裁が、カナダ・ドルの上昇を注視していく

考えを示したことを受けて、カナダ・ドルは主要通貨に対して下落した。また、カーニー英中銀総裁は、先行きに「相当なリスク」がなおあ

るものの、今後数カ月で利上げが必要になる可能性があると指摘したが、発言後に利益確定売りが広がり、ポンドは主要通貨に対して

下落した。 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月米NAHB住宅市場指数 64（予想 67・前回 67） 

前回発表の68から67に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪NAHB住宅市場指数≫ 

        9月・ 8月・ 7月・6月・ 5月・4月 

住宅市場指数・・64・・67・・64・・66・・69・・68 

現状指数・・・・70・・74・・70・・72・・75・・74 

見通し指数・・・73・・77・・73・・75・・78・・75 

顧客動向指数・・47・・48・・48・・49・・51・・52 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

9月の米NAHB（全米ホームビルダー協会）住宅市場指数は、64となり予想以上の落ち込みとなった。向こう6ヵ月の販売見通しは、前

月から 4ポイント低下の 73と、2015年 11月以来で最も大きく落ち込んだ。一戸建て販売の現況指数は 70（前月 74）と低下、購買見

込み客足指数も 47（前月 48）と低下した。地域別では、南部と中西部が低下、西部と北東部は上昇した。同指数で 50を下回ると、住

宅建設業者の多くが現況を「悪い」とみていることを示す。 

 

 

 

ECB公的部門購入プログラム 

           9月15・・9月8日・・9月1日・・8月25日・・8月18日  

公的部門・・・・・・・17310.3・・17200.2・・17070.6・・ 16981.2・・ 16890.0 

資産担保証券ABS・・・・245.9・・・246.0・・・244.6・・・ 244.5・・・ 249.0 

カバード債・・・・・・・2299.8・・ 2289.5・・ 2280.2・・ 2277.1・・ 2265.7 

（億ユーロ） 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州経済の先行き期待が広がったことから、主要株価は買いが優勢となった。また、北朝鮮情勢への懸念が和らいだ

ことも投資家心理を支えた。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前週末比0.02ドル高の1バレル＝49.91ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、世界的な需給引き締まりへの期待に加え、前週末に発表された米国内の石油掘削装置の稼働数が減少したことも材料視され

買いが先行した。一方、前週の相場上昇の反動で利益確定売りも出やすく、上値の重い動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米長期金利の上昇による利鞘の拡大が意識され、金融株が大幅に上昇したことが影響し、主要株価は堅調な動きとなっ

た。ただ、FOMCを控えて様子見ムードも強まりつつあり、その後は上値の重い動きが続いた。ダウ平均やナスダックは、ともに序盤か

ら堅調な動きとなり、一時取引時間中の最高値を更新した。しかし、ナスダックは終盤に一時マイナス圏まで下落する場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、米国債利回りが上昇したことを受けて、ドル買い・円売

りが優勢となり、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。ドル/円は、一時7月27日以来、ユーロ/円は2015年12月以来の高値

を付ける動きとなった。ただ、その後はドル円・クロス円は上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 
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提供：SBIリクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


